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冬は子どもたちのやけどを引き起こす原因が増え、
注意していても事故は起きることがあります。
そんな時はあわてずに、素早く正しい対応をして、

すぐ病院へ行きましょう。また、やけどの時にやっ
てはいけない基本的注意を覚えておく事も大切です。
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太陽の子保育園平成１４年1２月

簑麺fi童！
今年は「暖冬」といわれていますが､｜

朝晩の冷え込みは厳しく空気も乾燥して､’

風邪をひく人が多くなる季節です。’
．￣・－可．」

十分な睡眠や休息をとり、生活リズムを整

え、この寒い時期を元気に乗りきりましょう｡’
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やけどをしてしまったら.・・・．
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「かぜ」のほとんどはウイルスによるもの'（
で、「かぜ」が寒いこの時期に多いのは、
ウイルスが低温・低温度を好み、活発に活
動しやすいからです。
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・汗をかいたら着替えをしっかりとミル鵬P濁しMROifo稀jii1i（
脆@鯛に（嘘性・鵬O腓）

：部屋の換気を剛，,鱸にlATMｾﾞ0鍬'5と獅激と蝿
（1鯛に1,0蝋,MlWよう）

Ｉ手洗い・うがいｳｲﾙｽＩＭＤ我圃Lてうつ轤確い－繊雛一
（#雌・ﾄｲﾚﾘﾜｾﾞ・鱒oii雌に“，脈秘鮒）

Ｌ睡眠・栄養を十分に瞳i躯Ⅱ麟蝉li6
（鞠･鞄§で雛糺っ鵬ぺ゛聯ﾗﾝｽH1<餅よう）

ｉ寒い時には下着を１枚プラス溝ｾﾞｵhl蝿lIilMで肋い
僻腫鰭で鱸で艫力<駆そう）

Ｉ湯冷め・うたた寝をしない

.かかってしまったら、ほっておかないで病院へ
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水道の水で冷や
して、擦らない
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清潔な布でおおい病院へ。Ｉ

衣服の上陀清潔なガーゼ等をようにして、
当て病院へ。

囚」ElZどのときしてはいけないこと・・・・・・・・・・・・
〔４つの注意〕

Ｌ水泡（水ぶくれ）や皮をむかない。

；２薑言辮し<なることもあるので､病院に行く前に軟膏を
３．皮膚にくっついてしまった衣服は、無理にはがさない。
４．細菌感染の恐れのあるチンク油、みそ、醤油などは塗らない。
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